
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶  

（会長   秋元英郎・秋元技術士事務所）  

   言うまでも無いことですが，加飾技術は製品に付加価値

を付与する重要な技術です．しかしながら，単に製品に付

加価値を付けるだけではなく，ビジネスのやり方を変えて

しまう可能性を持っています．  

  

   多くの中小企業が下請けの仕事を行っています．下請け

そのものは日本の産業を支えているので非常に重要ですが，

利益を出しにくい，いつ切られるかわからないといった課

題を抱えています．  

  

   そういった産業構造の中で，規模は小さくとも自社製品

を持ち，顧客からのフィードバックを直接集めることがで

きるようなポジションを構築することは非常に重要かつ有

効です．  

  

   ここで，興味深い例をご紹介します．  

   会員ではありませんが，岐阜県山縣市にある服部樹脂は

射出成形機7台の成形メーカーで，植木鉢を製造していま

す．植木鉢と言えば100均でも売られている商品ですが，

服部樹脂では工業デザイナー3 名と契約し，製品の表面テ

クスチャーで独自性を出し，自社のルートで販売していま

す（通販サイトもあります）．表面テクスチャー付与には，

加飾技術研究会でも紹介されたセラシボが使われているも

のもあります．このように加飾技術を上手に活用すること

で，下請けから脱出することに成功しています．  

  

   加飾技術研究会では，これからもユニークな技術や，技

術の活用事例を皆さまにご紹介していくとともに，課題解

決について一緒に考えていきます．  

（加飾技術研究会   会長   秋元英郎）
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製品類，部品類などの最終加工は加飾�処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾�技術である．近年，

環境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾�技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾�技術につ

いて調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾�技術研究会の活動を展開するものである． 
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ほっぺちゃん  

代表理事   平野輝美  

ほっぺちゃん  

   ほっぺちゃんをご存知でしょうか？小学生の女の子に大

人気のキャラクターです．タカラトミーの製品です．ほっ

ぺちゃんのサイトのトップページをご紹介しましょう．  

  
   ほっぺちゃんは，こんな感じのホンワカキャラクターで

す．  

  

ほっぺちゃんには個性がある  

   いろいろなほっぺちゃんがシリーズ化されています．最

近では“光るほっぺちゃん”！なるものまで展開されてい

ます．  

   しかしながら，このほっぺちゃんですが，実は個性があ

ります．ご覧のとおり、極めてシンプルな構成のキャラク

ターですが，その一つ一つが手作りなのです．その結果，“目”

の付け方や，微妙な感じで全て異なる印象となるのです．

つまり，みんな違う顔なのです．そして，女の子達は自分

の好みのほっぺちゃんを選んで購入するということです．

ほっぺちゃんの売れ行きには，皆さんのそれぞれの好みが

反映されるのです．  

  

ほっぺちゃんの表情は・・・  

   さて，ほっぺちゃんの表情は，どのように作製されるの

でしょうか．実は，手作りそのものによって表情が創り出

されているのです．パートのおばさま達が本当に手作りで

作っているので，結果的に一つ一つの表情が全く異なるも

のになっているのです．このようなバラツキは，その昔の

製造業の現場では排除されたものでしょう．その昔であれ

ば，均質なものを効率的に製造すること，これが求められ

たのでしょう．  

  

同じモノではなく，自分だけのモノ  

   最近では，ほっぺちゃんに限るものではないのですが，

個性が重要視されています．この背景には，最寄り品が潤

沢に供給されている社会環境があるでしょう．そして，ほ

っぺちゃんが買い回り品のような扱いとなる環境がありま

す．社会は，“個性”を求めているのです．  

  

加飾における個性  

   その昔，安価な材料であるプラスチック類を価値あるも

のに見せるために加飾技術が発展してきたものと思います，

初期は，均一な特性を持つ“製品”として，加飾が施され

たことでしょう．均質なものにこそ“価値”が認められた

のです．何故なら，加飾された製品に，希少性もしくは価

値が認められたのです．  

   さて，既述のように最寄り品が淳瀧に供給されるのであ

れば，需要と供給により価値が相対的に低減していること

になります．その結果，均質から個性へとシフトして行く

ことになります．  

  

電話と携帯電話  

   電話機が普及しはじめた頃，１軒に１台どころか，隣近

所に１台であったことでしょう．そのころ，電話機自体が

稀少であり，便利であり，価値あるものでした．従来存在

しなかった価値を提供し，社会システムを変革させる程の

インパクトがあったものでしょう．  

   今や，子どもにまで携帯電話が普及しています．現代っ

子は，電話とはポケットに入っているものであると思って

いるでしょう．それも，１人で２台・３台と持っているも

のなのかもしれません．このように，“商品”に対する意識

が大きく変化しているのです．時代が大きく変わっていま

す．  

  

最寄り品にも個性  

   衣食足りて，個性が強調されるようになったということ

でしょう．衣食足りて，すなわち，最寄り品が潤沢に供給

されて，その結果，個性，違い，自己，アイデンティティ

へと注目が移ってきたように思います．  

  

加飾技術への要望  

   加飾にもこの流れが適用されるものと思います．安価な

製品ではなく，価値ある個性へと，小学生の女の子からの

変化も顕著になりつつあるのでしょう．見逃してはなりま

せん・・・  
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燕三条ものづくり連携フォーラムの報告  
代表理事   平野輝美  

フォーラム  

   2013年9月19日（木），20日（金）に「燕三条もの

づくり連携フォーラム」（主催（一財）燕三条地場産業振興

センター）が盛況のうちに開催されました．１３００人を

超える方々の来訪を頂き，いろいろなお話をさせていただ

きました．加飾技術研究会では，出展させていただき，デ

モを実施しました．  

  

  

出展の様子  

   燕三条地域の地場産センター主催でありますので，金属

加工関連の企業が多いのかと思っておりましたがそれほど

ではありませんでした．また，地域性が強いかというとそ

れほどでもなく，金沢や富山の企業や，関西圏の企業の出

展もありました．  

   加飾技術のデモストレーションを主とした展示となりま

したが，もっと広い（ゆるい！）考えで出展しても良かっ

たかと思いました．  

   本年は地場産センターからお声かけいただいて出展でき

ましたが，来年も参加しても良いかな・・・という印象を

持ちました．  
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産業交流展２０１３   に参加します  

代表理事   平野輝美  

   毎年，ビッグサイトにて大々的に開催されております産

業交流展において，２０１３年も加飾技術研究会としての

ブースを確保しました．会員の皆様と連携を持って共同出

展させていただきたいと思っております．  

  

２０１３年計画  

日程：２０１３年１０月３０日〜１１月１日  

会場：ビッグサイト／機械・金属ブース１２７  

参照：http://www.sangyo-koryuten.jp  

  

共同参加  

   参加申込を加飾技術研究会／株式会社ＧＧＫの連名にて

行っております．各参加社は，株式会社ＧＧＫと連携をも

って参加いただきます．ぜひ，加飾技術研究会会員に限ら

ず，ご参加ください．みなさま，共同出展にてご一緒しま

しょう．  

   なお，株式会社ＧＧＫは，加飾技術研究会事務局の運営

にご協力頂いております企業（代表取締役   平野輝美）で

す．  

▶共同参加申込：e-mail アドレス   ｉｎｆｏ@ｋａｓｙｏ

ｋｕ．ｏｒｇもしくはＦＡＸ   ０３−３５０４−２６００ま

で．  

▶参加費分担：５０００円／会員企業として，ご参加企業

毎に分担頂きます．規模と参加企業数などを勘案すると，

とても効率的な展示会と思います．  

▶ブースの位置：機械・金属１２７  

▶ブースの広さ：約３×

３m 程度の広さがあり

ます．皆様譲り合って使

用します．  

▶出展内容：各社の製品

紹介とパンフレットなど

を配布することを考えて

おります．  

▶入手情報について：交

換した名刺は，共有財産

として共有したく思いま

す．  
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加飾技術と付加価値  

代表理事   平野輝美  

従来の加飾技術の捉え方  

   近年，製品の急速なコモデティ化が進展しています．そ

の結果と言われていますが，日本の製造業は失われた２０

年とも揶揄される長期のデフレーションに苦しんできまし

た．  

   阿倍総理大臣になって，全世界的な金融緩和に同調する

方針を示してきました．その成果でしょうか，経済環境が

変化してきました．しかしながら，製造業の基本である『価

値創造』を進める事，この基礎的な方向性を高く掲げるこ

とが重要と思います．その一つの方向性として，加飾技術

を活用した『価値創造・価値の付与』があります．  

  

   従来の加飾技術の捉え方をモデル的に示しましょう．図

に示すように，製品を供給する事業者は，加飾技術を活用

して製品供給を図ります．ここで，消費者の選択を訴求し

て加飾技術を使うでしょう．図に示すように，プロセス・

コスト・機能を指標として加飾技術を選択するものと思い

ます．製造事業者は，図に示すベージュの領域を主に考え

て選択するでしょう．  

お客様からの視点  

さて，『価値創造』・『価値の付与』の観点から同じ状況を考

えてみましょう．  

  

   紫で示す領域は，製品を購入する消費者がどのように選

択するか，選択するときの観点を考えて示したものです．

ユーザーが製品を購入するときに，製造者が考えた『加飾

技術』は考慮しないものと思います．すなわち，製品の出

来上がり状況を考えて，確認して，そして購入の判断を行

うものと思います．ほしいモノを選ぶでしょう．Ｗａｎｔ

ｓの視点です．  

ニーズからの視点  

   頻繁に指摘される事ですが，マーケットニーズからのビ

ジネス構築，すなわちマーケットインの考え方が重要であ

るといわれます．『加飾技術』であっても同じように，マー

ケットイン，すなわちニーズ駆動のビジネス構築が求めら

れるでしょう．  

加飾におけるマーケットイン  

   阿倍首相の示す第３の矢はニーズ駆動の成果として現実

化するものと思います．コモデティではなく，『欲しい製品』，

『欲しい商品』を実現する“加飾”技術を考える観点や視

点を持つこと，これが第３の矢を活用することであり，第

４の矢を創出することに直結するものと思います．  

  

   皆様，消費者・お客様の求める“加飾”を知るべく，議

論させていただきたく思います．本稿についてのご意見も

また，是非，お寄せください．よろしくお願いいたします．

 
 

加飾技術研究会事務所紹介：株式会社ＧＧＫ／創造工学研究所
内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，その他何で

も，メールにてお問い合わせください．ｅ−ｍａｉｌ     ｉｎｆｏ＠

kasyoku．org です．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上が東京

方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください  （訪問前には

電話をご一報ください．０９０−３６９４−７８６４です）．  
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